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lま じ め

21世紀を向かえるにあたり1-1111djでは、新しい都市づくりを11指し

た多様な事業が計両 笑飽きれています。特に、大分自動車迫の帥lilliは、

日間r¥iの拠点都市づくりの大きな起燥剤となっています。

しかし一方では、こうした開発の附加は埋蔵文化財を取り巻く状況を

急速に変化させ、発綿調査の~JJfl を約くことになり、前えゆく泣跡の数

も多くなっています。

このような中で、平成6年秋にはこれまで長期にわたる発抑調査が行

われてきました小迫辻原遺跡が、悶桁足史跡の答申を受けたことは誠に

詫ばしい|取りです。

毎年行われる埋蔵文化財の淵資は、新たに歴史を掘り起こすとともに、

市民に大きな拶とロ7ンを抱かせています。その成巣は、教育ー文化の

発展に卜分寄与しているものと確信しております。

本告は、平成6年度に本市教向委.w会が行った埋蔵文化財保護活動を

まとめあげたもので、その普及 啓発を円的に発行したものです。

このi!J物が多くの特綴方にご日覧取き、日田市の腹蔵文化財保護行政

になお-h'iのご折滞とご協力をl掛りますようお願L、申し上げます。

平成8J.1' 3月31日

11m市教育委員会教育長

加勝正俊



例 言

l、本自は平成6年度に日岡市教育委n会が行った埋蔵文化財保護事撲の概要をま
とめたものである。

2、本告には大分県教育委員会が日岡市内で行った埋蔵文化財保護(Jl業の一部も古

わせて柏市型している。

3、発制調査唱の資!iIについては、日旺l市埋蔵文化財センタ にて保管 管理して

いる。

4、受鎖国自は平成6年4月 l日から平成7年3月31日の聞に日田市教育安n会
に寄附された初物を拘織し、併せて日岡市立博物館あてのお物も掲純した。

5、表 現表紙の写真は三和教問B遺跡の発樹閥査場所の空中写真と同遺跡尭見の

円面lil!である。

日、なお、本告の執筆は但当者が分担して行い、 編埠は担当者間で協議し永岡裕久

カZ行った。
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I 平成6年度埋蔵文化財調査事業

1 )平成6年度の埋蔵文化財調査の棟要

平成6'1'1ftは日間rjjの.l!J!版文化財行政にとって大きな転換191となった年でもあった。それは、これまで.1m
崎文化財保護業務を行っていた111立問物館から文化財部川が切り離されて、文化叫が新たに新設され その

業務を文化財保で行うようになったことである.文化，車新設には.近年H田市内において公J¥111華やtelllll出

暗に先立つ埋蔵文化財の尭掘調査の増加に十分な対応をすることと 国史跡に苦ti'された小迫辻原遺跡や装

飾，1;-10であるガランドヤ，liJItI昨.成立闘跡をどの史跡の保存 箆備事業の推避がその盛岡である。

平成6年度に文化球宛てに拠出された埋蔵文化財l則悔の ql請符は、公共 'J~ ~臣 民間開発等を古めて31f'1

である 。 ql聞の原悶については道路建設公闘布施設の建設監備11'~監などの公共'1'諜のほかに、宅地の造成

流通話地建設 ショッピングセンタ 建設 嗣祉施il!tl.ll設など民間l開発による )J~11などである。

この31件の[11聞の1¥:1で Bヶ所の遺跡については持制湖査 眼認調査を行い、 20ヶ所の追跡で試制調査

立ち会い調査を行った。また大分県教育委員会によって発制調査が lヶ所、試掘調査が lヶ所の計2ヶ所の

調査が行われた.

発姻調査 確認調査の行われた 8 ヶ所の迫蹄の概要については苔遺跡の調査概~を参照いただき、以下で

は各遺跡で明らかになった主な内容を時代別にまとめる.

川石田:{U年代遺跡では本時的な調査は行われず、 三相教日l辿跡B地点でナイ フJfj桁j相などの遺物カ{tlU二して

いる.また、牧/ji!泣跡では制文時代後191の 仁坑から片足部分とみられる上仰が発見された。これまで市内で

は限山遺跡のこi倒が知られているが、発描淵査では初めての例と在る.

弥生時代の遺跡では、 三和教旧迎跡B地内において紐101の竪穴住居跡6醐と集結を取り囲む環濠もしくは

粂構の一部が確認された.これまで市内では小迫辻Jr1.. ~尚 徳瀬 証寺原迫蹄事で現涼もしくはそれらに

相可する構が検:1lされているが.幅約5m、深さ約J.5mと構としては大観棋なものである。この他、台地

1:に立地する谷ノ久保迫時では弥生時代前101の上坑が8J，L1:5原遺跡H地点では畷穴fHl肺2蝉や土坑がそ

れぞれ発見されており、また三和教lU遺跡A地点からは、叫生時代終末J91のU/Cが碑関されている。

，Iírn時代の辿跡では平 1;~横穴叫l昨で、佳陣!の峨穴lo! ヵ 'f'J80基以 iこが調査された " r!i内では吹上 羽野

タ阻l横穴話群などのτ~ß横穴延l拝とほほ同時陣!の横穴鳴が調査されているが、制丘例としては最大のもので

ある.楠穴墓からは数多くの街車協や土師器等の供献 1:器、鉄製品、装身具がm上しており 繊穴益に近1&
する沖積地に存在する同時101の集部が調査された平山直肺との1掛悟が注目される.この1也、亦迫遣時A地点

では後101の旅路よ り事散の下駄をはじめとした木部が、また同B地点からは中101の石盤 I:J置基 横穴益併が

調査された。

内代の辿跡では三利融凹辿跡目地点より奈良時代と身えられる円拍iiI田カtUUニしている園遺跡では同"別別の

主s物跡も調査されており、公的施股が存在した可能性が身えられる.

中付 近世ではこれまでIlitnとされていた千人原山Jl!が、牧師1迫跡での確腿澗査によって竜町時代 05

世紀)に構築された中世の揮であることが判明した.さらに牧原遺跡では近Ilt陣lに熊本へと通じていた小国

街道の一部も確認されてL唱.また、史跡成立図跡では.秋劇械の解体修理に伴う確認調査で、天明元年 11780

の建築時より現在にいたるまでの姐物の変遺抑制らかになった.
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日田市教育委員主調査

和 f| 追跡名 所 在 員也 割削困 | 調査附 調査年月日 “自身

(発網開査線認制"'1

亦迫遺跡 太平田助字削江 公闘能盟 9，500m 0412-1105 

2 史跡成且聞跡 大字南旦w字q.城 史跡盟備 150m 0801-0331 継続

3 日開迫跡H地点 大字凶有問字百即 ポンプ叫<I!担 423m' 1216-0121 

4 谷ノ久保追跡 大学ニ布陣坂ノ辻 嗣祉純世建設 500m 0718-0729 

5 平山積穴草僻 大字架有田"fI1'田 工場造成 8，000m 0207-0331 続続

6 牧脱出跡 大字日日"'牧原 出逝建設 2，150m 日801-0125

7 ニ利1教関迫跡A地占 大字ニ布l字数凹 宅地造成 4，OOOrrf 0427-0630 

8 ='~I教 111迫跡B地点 大字一栴l字鮎町 宅地造成 6，000m 0718-1031 

(拭縦割n立ち会い調査)
9 今保組員集 大工許証田平今以 坦防組理 18m 0830-0913 

10 l月形遺跡 大字有凹字問形 定地造成 146m' 0914-1005 

11 有田嫁ヶ際追跡静 大字束手7凶字石ヶ辿ほか 工場造成 760rrl 0826-0930 

1 1-① 平山械穴説得地l支 大字束イ1m字srl品 H 32m H 

1 1-② 石ヶ迫地区 大字架千I閃字石ヶ迫 W 32m M 

11-@ 祇闘ji;(地|文 大字架有田字紙問削 N 136m' N 

ll-@) 1.糟2丹検地I支 大字東lT田平ヲコギ H 16m M 

11⑤ 嫁ヶ1);(地IK 大'c ~ 有田''f.J隊ヶI京 H 112 rrf n 

1 1-⑤ 民迫地区 大字lI!有IH字長迫 n 112m' H 

11⑦ クピリ地区 大字lI!有山字クピリ M 32m H 

1 1-③ 柿ノ木阪地区 大字東有間平仰ノ本原 H 80m H 

1 1-⑨ 小Ijjt地区 大字Wff間平小限 H 88m H 

1 1-⑩ l己糟地区 大字lI!桁悶字loi!l H 120m' H 

12 日間条出盟型地区 大学波w.字削水 附業施盟品設 110m' 0318 

13 日出条盟花月地区 大字花月字土手添 校古改築 96m 0523-0531 

14 峰崎迫跡 大字西有111字釣 ポンプ幼佳世 40m 0313-0320 

15 rllノiiiJj且跡 大字山田字年ヶ谷 鉄J~出段 8m 0607 

16 朝日沼ノ原追跡 大字山111字下原 鉄Jtiill股 16m 0606 

17 山田"日i立跡 大字山凹字下Ij;( 鉄m辿鮫 40m 0601-0603 

大分県教育委員金調査

需号 追跡名 所 tE 地 間宜悶悶 醐査面的 調査JI月円 備 Jf

(発鍛淵n.，権限醐宜)
徳瀬追跡 大字友同Ii潟i 住宅改築 12.000m' 1001-0110 弥生1m務)

2 日間条盟迫跡 大字吹上 校舎削築 70m 1044 

※日田市教育委員会分の帯3=;については次の調査概嬰の苗号に対叫する。
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平成6年度目田市内埋蔵文化財調査位置図(1/50.000) .市教膏墨員室 ・県教育畢員会
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2)発揮調査・確認調査の偲要

赤迫遺跡 (AKS) 一市営大阪総合連動公剛lJ!股に伴う尭掘調査

所在地大字rnr.，~争調Il H.602市地外

醐宜Iil間 940412-941105

開発耐積約90.000nf

醐査薗節約9，500nf

醐宜年次 2年1x

盟跡の時代縄文弥1=.占繍時代巾位近倣

追跡の内袴 m務跡部地
担当者行時志郎松下館下

遺跡の位置図(1/25，0口口)

遺簡の位置

遺跡は日田盆地東部、中Je即台地南端付近より派生する舌状に延びる1<艇仁とそのUIl下に細長く形成され

た昔状沖尉地-{i}に存在している。

調査の慨要

今年度の調査では、 A地点において縄文時代晩期の包肯掃、弥生時代後)g)-古現時代前開!のI問状追拙 土

坑、古明時代後陣!の竪穴臼1Ji蹄 旅路跡、奈良時代の滞状追慨が確認された.疏時肺からは 7世紀前半の

l二部を下限とする迫物に混じって、下駄や鍬の柄 岸の桝 1111物などの木協が事融検tBされた。B地点にお

いては占現時代中間lの石蝋土損益6基 横穴誕4J品、そして近世の土輔主主 l基 土坑3Mが確認された.石

琉土横品ーからは鉄剣 刀下 鉄鉱が間持品として、また摘穴引からは人骨に刀子 鍛繊 砥石が確認された.

その他にはC地点より中1止の柱穴l拝、 D地点からは近世の上坑 11よ 柱穴が曜日立された。

まとめ

今回の調査ではA地点において水器が多数確認された.木部は古憤時代の民共が中心であり、なかでもそ

れらに混じって発見された下駄は市内で初めての出土例である.またB地点の l丹土壇諸には長さ約 1mの

鉄剣が剛葬されており、これら上損事1拝の中心的な人物の誌とみられる。
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B地点1号土繍事
録制人骨出土札E

A地点全寮(翼上より)

B地点宝嬢(真上より)
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2 史跡戚宣園跡 (KAG) 一史跡艶備に伴う確認調査一

所在地大下南豆凶字111輔100・l

調査IOI1m 940801-950331 

間尭而闘 rrl 

湖宜而問 150ぱ

調査年次 2'ドI'X

遺跡の時代江戸時代

遺跡の内容私製跡

担。i 符 1:開~1司会 篠山敏一郎

遺跡白位置図(1/25.000)

遺跡の位置

史跡成庇刷跡は円旧詑地のほぽ中心部に位回しており.江戸時代の悩学官広瀬淡窓が則投した私塾として

担lられており、現在は国史跡に指定されている。敷地内には、秋風胞述思曲 川政}JIl 井戸等の挫物が刷

1.している。

調査の概要

f枇風階Jは.広瀬淡窓の{白文にあたる広瀬r!(ヒが天明元年 (178I 1に隠肘所としてillてられたもので、

文化14年(18171に淡窓が成日園を興してからはその問宅となった組物である.r秋風胤j の解体修哩と

覗行しておこなわれた確認調査によって この組物が大きく 4開lにわたって変遷する過程が明らかとなった.

秋風崎の雄投(1 IOJ)から7年後の天明7年(II jg]) 明治時代 (1II1O]) さらに附利時代 (JVJ剖)にそれぞ

れ地改築が行われている。

まとめ

今回の湖究によって、広瀬淡窓のH記である『償問梅~記J に紀服されている秋風胞の間取りとほぼ一致

することがわかりその植の、現。に至る問の何j立も別改築を掛り返した過院が明らかとなった。日記には六

位の玄関 占院、五位の茶の問、 三位の茶室 UIlIなどの間取りが紀織されており、今1"1の解体修理でもほ

ぼ記録と一致することがわかった.

-6-



発掘調査状理(束力、ら)

発掘調査状況(北から)

t 略

トイレ遺備被出状況(北から)
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3 葛原遺跡H他点 (KZHl 一簡易水道ポンプ場j]般に伴う発縮調査

所在地大学凶行川予苗原

醐ずE則附1941216-950121 

同事E両約 518m

閣直面酎 423m

国宜年政 311;:抗

遺跡の時代鍬生時代中世

盟跡の内容 m落跡

担当 苛行時.i:.:郎稀山般一郎

遺跡の世慣図(1/25.口00)

遺跡の位置

追跡は日田盆地北部のi'll杭地との比高差約30mを測るUJj;r台地上の西端に(!i.目している。昭和62年度の

持制湖査では跡生時代jiiJIPIの上ti'1:をはじめ 古明時代後JPIの畷穴白居跡などが確隠されている.また、今阿

の附笠地占の北約200mには芭Jlj{，!i慣が存在している。

関車の練要

今回は簡易水道建浪に伴う淵査で 対象面積は小胤艇であったが、調査区内からは竪穴式住居2軒 I:l立

1 3謀、掘立柱建物跡 11曜がそれぞれ発見された。 竪穴住民跡については、 tU~i内より :H 1:した土協から弥生

時代前IPI後半~佳則前半の11.)1聞と考えられる。また上坑については、減ノ越式上慌の喪主:どが出土しており、

前期末から中間1初耳l削の迫梢が中心とみられる。

まとめ

今回の調査区は昭和62年度に道路建践に伴い調査した地点のすぐ南隣りにあり、 !::11i企どその続きと且

られる迫備が多数憤出された.しかし芭原遺跡では弥生時代の竪穴住居師が発見されたのは今回がはじめて

であり、この台地上においても拙稿の存在が確認された.

8 



冨原週跡H地点(束力、ら)

富聞遺跡H地点
土坑完掘状況

葛原遺跡H地点
土坑遺物出土状況

-， 
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4 谷ノ久保遺跡 一制祉値段辿[世に伴う指摘調査一

所 lE 地大字三和字坂ノiJ:

調査 IUIIIIJ 9407 I 8-940729 

聞尭耐前約9，570ni

調査術的約500ni

瑚在 11'd: l年次

遺跡の時代弥生時代前期

迫跡の内移 袋詰信勝

担吋 古 l府和吉正

遺跡の位置図(1/25.000)

遺跡の位置

辿跡は日間拡地北部の通体山111山台地の北側に位回し 棟日約129mを測る台地の先端部」にあたる.こ

れまで、 rl'i内でも広大な而肢をれする山田開台地において確認された迫跡の広がりは、主に市街地を盟む京

あるいは南側に分布しており‘今阿の遺跡の存在は特異な例とDいえる.

調査の偲要

今回の悶査では弥生時代の I:m:が8基確認されたo 8 J;t.の土1/(のいずれについても迫物の:J:土1H:が少なく、

詳紐!な時期の検肘は離しいが、全体的には前i聞の範聞に収められるものと考えられる.

まとめ

今回の捌査では上坑の艇認しかされておらず、!ll'穴住民跡や建物は!f.在しない。この山田阿古地の南側一

向には、小迫辻JJii遺跡 朝日目ノ出迎蹄 後迎遺跡といった弥生"年代の大規模車部の存在が確認されており、

県沼町規棋の迎いが立地条刊を大きく左右していることがうかがえる。
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発掘調査作業風頻(西から)

尭掘調宜状況(南から)

建物の尭掘輯況(南から)
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5 平富横穴墓群 ーウッドコンビナート建設に伴う発揃調査

所在地大字w:有問字神間

開宜期間 950207-950331

開発開閉 72，OOOnl

間査両前 (>18，口口Onl

間宜 J!o抗 1 J¥o(:k 

世跡の11，11¥ 古tn時代桂川

遺跡の繍類甚

担 当 者行時志郎総下佳子 孫山敬ー郎

遺跡の位置図(1/25，000)

遺跡の位置

迫跡は日IfIf，t.地車部のlHl川沿いに広がるがl'!l'l地かり、南部の丘陵に入り込む小告の応深部に立地してい

る。迫跡のifIには6世紀後半に築造された櫛穴式石室を主体部にもつ有国雌ケ限占股があり、また告の入り

口付近には平日古頃や弥生時代f長田1の探様車諮や古町時代中191から桂開lの損部跡が確隠された平品追跡など

が存在している a

調査の慨要

調査は稲池のある北部民間から東部位iffiまでの!日lの斜面を機械を曲って辿構検wを行った。当初は1I月Uし
ていた梢穴基の数から30J在位皮を予怨していたが、表土を除去した結果、横八慈の玄室が陥没している状

況が相次いで確認され、横穴諺群の規模は予組を大きく上回る結栄となった。さらに各椀穴議の話迫や玄室

向からは多数の刑務品や供献土協が出土した。

まとめ

横穴話群は日い位Illに築かれ短い!J迫をもつものと、それより(邸、位聞に築かれ比較的長い延辺をもっ色

のの二極類に分けられる。1iiJ者は敷石はなく玄室には赤色顔料を塗布するなどの特徴をもっており、l1l土迫

物から後者より一時期古〈、またこれらの玄五や主主迫の大部分は5たわれており、このことは後者の横穴裂を

造成していく時に一部般腕されたためと考えられる。

これに対して ~l' 、位自に造られた横穴墓群は、すべてに敷石をもち、玄室に赤色顔料を塗布した形跡はな

く、主主迫や玄室からは聖書しい数の供献土備をはじめとして量生刀 銑鍛などの刑務1日や金環 鋼釧 王頬など

の装身具が出土した。形態は玄室の天井部が高く、奥壁を三角形の!日にそろえる特徴を持ち、 11¥土遺物につ

いては全体的に6世紀極半から7世紀初頭頃とほとんど同じ時期であることから これらの横穴墓群は共同

墓地として規格的 計画的に造営が行われたと考えられる。

12 



平島償穴璽群尭掘調査作業風嬢

(南方向より)

機穴五室温物出土状況

検穴玄室完掘状況

rpUJ予1MV
W4L  

4除
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6 蚊原遺跡

所在地大字日向学牧li;1.

醐宜 JVI間 940801......950125

開発術師 145.392ni

制宜両前 2，150m

制宜 '1次 1 '1次

迫跡の時代醐文後I~I 弥生終末近世

辿跡の内容草地

組当 If怯下佳子

適齢の位置

広域限道建設に伴う確認調査一

遺跡の位置図(1/25口00)

迫跡は日田盆地東南部、玖珠川と大山川に挟まれた標日約152mの丘陵Tii部に位li'iする。迫跡のすぐそば

には中世の牧原千人峰、また大山川を挟んで凶側には奈良時代の*落跡である宇崎追跡が存在している。

調査の概要

淵査では純文時代能191と思われる1坑 l基 弥生時代終末~占JO時代初期の方Ifj周病読または古慣が4註

木相~ I 珪 石相基2J;~ 土坑13基 また近1止の迫附として日田から熊本県小国へと通じていた小国街道

の部が確認されている。

迫物としては純文時代のj坑内より左足の部分と推定される l仙片が確認された。その他にも土師協や刀

子鉄鉱がl!t誕より副葬品として11¥.::1:した.

まとめ

体生時代終3I，')91-古償時代初聞の損益群が今日の調査で確認されたが、 当該時Iglの県都跡が付近にはこれ

まで確認されていないため、今桂この地域の調査が待たれるところである。また土問片についは、発拙淵査

で発見されたものと Lては日田盆地では初めてのものである。
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1号木棺菖完掘状況

調査区主景 (南より)

3号方陣周濁墓(真上より)
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7 三和教団遺跡All!!点 (MKD)
所在地大平三和平教凹2468ほか

醐 rtIPr間 940427-940630 

開発而術 4，95701

閣宜而間約4，OOOm'

醐五年肱 I '1次

迫跡の時代弥生古町

迫跡の樋類 lI!務跡

担当者 t白羽同:森山敬ー郎

遺却の位置

石地造成に伴う尭制調査一

遺跡の也置固(1/25，000)

遺跡は日出盆地北部の花月川左岸の標日約 116mの低いE 股上に位出している 。 泣跡の背桂には棉l~h約

140mの通称IJr田原古地が艇えており、 南側には水聞が広がる。

調査の慨蔓

今回の抑査において確認された辿梢は 土坑が約4日明である。土坑の時期は弥生時代終末よりr'itn時代

初期にかけてのものと思われる。泣物としてj総 石器が認められた。

まとめ

今回確認された土坑には不整形または門形を呈する2傾知が存在するが、不.!f:}巴の土坑については特に綱

方が一定していない。土坑内からは組物として土問が出土するものの破片が大半であり、またそのlitも少な

い。唯一 1-，坑のひとつから、在地の長胴'l!!が2個体重ねた状態で山土している。

追跡の地山は粘質の強い土質で、近年まで瓦の材料として粘土を採取していたこともあり、また近1&する

B地点では同時期lの車部跡も尭見されていることから、これらの土坑は当時の粘土採制坑の嗣跡の可能性も

ある。

16 



発掘調査空問写真(真上より)

発揖調査遺構空中写真{真上より)

ル

〆 『 匂 -

尭掘調査作業風景
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8 三和教田遺跡B地点 (MKDI

所在地大字三和字鮎町959ほか

醐宜則附J 940718-941031 

聞発而師約6，519nt

由査前前品~J6 ， OOOrrr

隅宜 Jj 次 I年次

遺跡の時代弥生 古償中世

遺跡の樋頭集終跡

担当者 i町制等森山敬一郎

遺跡の位置

宅地造成に伴う発制調査一

遺跡の世置図(1/25，000)

迫跡は日田孟地北部の花月川の左H 椋日約110mのU¥¥、丘陵部に位出している。迫肺の北西約400mに

は三和教問追跡A地点が位IlIしており、またこの丘陵の1*1徒には通称山田原台地が迫っており 丘陵そのも

のは馬蹄形をなしているa

調査の概要

今回の発制調査では、まず弥生時代後押!の環出が確認された。障は桂1P1中頃に掘削され、後半には埋没し

ている。幅は約5mを越えており辿台形を虫す。時のJfJ態については確認されていない。棋の内側からは竪

穴式住居跡8軒と侃立柱建物4椋が確認された。特に辿跡の斑側の調査区からは111途不明の円形状の周溝辺

梢が確認されている。

また、日世紀能半のl号満の樫土上聞からは小型Jの円而脱が出土しており、それらと同時期と見られる2

1日)X2聞の総柱建物2制などが確認されている。

まとめ

環濠ffi措の発見例としては、小迫辻原迎跡、 平均遺跡 徳瀬迫跡などがあるが涼の規模からみれば、最

も大きな環濠(粂梢)といえる。

また、小型の円面硯については、 奈良時代田iの辿物とみられ、同時期の建物跡も存在することから、公的

な施設が存在していた可能性があるe

18 



発掘調査空中写真(真上より)

弥隼古tfl時代の霊穴住居跡(真上より)

弥生時代理;奮の遺物出土状況
(束力、ら)

!州!宇品:

世

← 19-
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3)試鋸調査立会調査の慌要

9 今泉遺跡 一市道北豆間三郎丸輯白書迎扱也市畢に伴う試掘調査

所任地大字反日1字今泉

醐査 101削 940830-940913

開発蘭.， 9.600nt 

調査面倒 18nt

遺跡の目指代 占t.n. qq止・近世

遺跡の個師水111>'l嫡

担当省土日柄1"1;行時志郎

遺跡の位置図(1/25.000)

調査の栂要

遺跡は日田盆地北部花月川右岸の河伴段丘杭に位回している.迎肺の北側柿向約140mの台地上には弥生

時代の鼎務跡成人ITII童相I磁をはじめとした墳堕鮮が確認された吹上迫肺が存在している。また遺跡の周辺

には能醍欄天~l勅願とされる岳林寺や片山磨出種子がある. 今岡の調査は、開発予定地内に 3 ヶ所のトレン

チを股定し蝋り下げ、写真晶1影 綱鼠を行った能に埋め民しを行った。結梨、占明時代から中世近世にか

りての水凹跡が確砲され、週明として須忠器土師部 管磁 石田4カ111¥Iした.迫構 i古物の確認により迫

跡の存在がゆlらかとなり 今後当地域に胎いては問罪行為以前に7Jí f!ijの調査の~，聾性が認められる .

発掘作業風鎮 尭掘作業血景
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10 馬形遺跡

所在地大字率1田字問Jfj

聞畳 1911::1 940914-941005 

開発面積 6，000凶

間l't而l倒 146m'

追跡の時代抑止 I!i J.n 

遺跡の極指1!ti穴式住間滞

担当古 土問利等森山敬一郎

謂査の慢愛

一宅地造成に伴う拭抑制査一

遺跡由也置闘い /25，000)

治跡は日田荒地車部、有田川の支出の一つである京来里川左岸のE段上に位出している。付近には、赤迫

追跡 求米里平山遺跡、大}j~(八幡宮の前身と考えられている元大波繰杜が存在している。

調査では開発予定地内の6地点に剖20ヶ所のトレンチを設定し制り下げ作業を行った。その結巣A.B

地区のトレンチ内からは迫梢は確認されていないものの、若干の土加が出土したo C ' D ' E地区において

も同織であるが 地形がU平形の小谷状を呈しており、樹穴益の存在が十分考えられる.ただし、 D地区に

おいては辿椛として土坑が催認されている。F地区では、迫柄として竪穴式tI応カ， 1軒確隠された。

今回の調査によって、迫梢 遺物が確認さ札、また場所によっては横穴主主の存在も考えられることより、

平成7年度に尭踊調査を行うこととした。

事訴プ守 「忌1，11・司 γ一『

-IIII!'口出 ・

『・・Fーー-

馬昨遺跡近景 発掘作業風努
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1 1 青田塚ヶ原遺跡群

所在地大字!lH-J川乎有ケ迫ほか

瑚l'!IPI 1111 940826-940930 

開発而間 418，OOOm'

問責而的 760m

追跡のlI.m縄文弥生古田奈良平安中世道世
迫跡の傾m -i'"iJQ. *-洛跡水田
位 当 者行時志郎怯下位チ森山倣郎

調査の慨要

ウッドコンビナ ト建設事聾に伴う試揃調査一

追跡群は日田誼地車部、有田川前いに綱IJ長〈聞けたNJ般地の南側に広がる丘陵地に存在している。

ウッドコンビナート(木材加工団地)建設引車は、この丘陵内に点在する複数の周知li立跡を含んだ地区を

造成することから、これらの泊跡の存在する地区を総括する名称として有田球ヶ限迫跡群と呼び、試制調査

は辿跡の存在する可能性の古川、10ヶ所の地区に分けて行った。

調査は当初は機械により試相調査を行う予定であったが、伐採や同地取得ができていなかったために、1:¥

地l叉の中に2mx4mのトレンチを設定して地山まで手作業による掛り下げ作離を実施することになった。

以下告地区ごとに調査の概要をのべる。

有田埠ケ原遺跡群也置図(1/15，000)
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11-① 平島檎穴墓群

この椴穴益1障は丘陵のUIJに深<1刑析された昔地のi詰深部に 急瞳な出面を蝋り込んで築造されている。

ここは調査前より梢穴誕の存在が知られていたが 調査!刊に行った分布淵査の結梨、延1OJI~を越える繊

穴型の開口がみられたことから この数はさらに悶えるものと予却された。したがって試揃調査では杭穴裂

の範悶とおおよその数を確認することを目的として 斜面や平型都に7ヶ所のトレンチを設定し掘り下げを

行った。

その結娘、現在山林として利用されていた潤池北側の平坦部に段定した卜レンチ向から、 ~1血税の費や刻、

類をはじめとする多数の土官官が出土した。しかし澗池の南側や東側の斜面からは辿構や迫物は全く確認され

ず、償穴益の範囲は告の北側しか存在し古いことが推測された。

こうした試制結巣をもとに、平成6年度よりこの横穴謹1拝の発制調査を実施することとした。

11-② 石ケ迫地区

この地区は平山横穴墓群の存在する谷奥から現在の平lhb盟稿のある谷の11¥入り口付近までの-'Hfを淵査区

とした。

この告の奥には占 111時代の横八五I~l芹が存在し、また告の人り口付近には冊、正時代後191の環濠 緊穴住居跡、

占m時代の竪穴住居跡が発見された平日遺跡があり これらと関保のある遺構の存在する可能性が推測され
た。

淵査!山主主主の北側は微日地となっており、主に却l地として利mされ、南側は低温地となり、水悶耕作が行
われていたa

拭銅調査では、これらについてそれぞれトレンチを設定し抑り下げ作業を行った。このうち微日地上のト

レンチからは、 2メートル間隔で並ぶ建物の柱穴とともに奈良 平'f;t.'時代の多数の須車部 土師協片等がw
tした。また 水凹内のトレンチからは、水間盤ーiと緋作土が重層的に検Il¥され微山地上で臨泌された昨

IYJとほぼ同じ時開lの遺物が出土した。

これらの拭掘調査の結巣から、この畳一時?には迎備が広〈分布していることがI~J らかとなり、平成 7年度

に発掘調査を実施することにした。

11 -③ 祇園原地区

この地区は求来型川と有田川治いに広がる許1'01地に向かつて舌状に張り11¥した標高約160メートルの丘陵

七を調査区とした。

丘陵上は南側に向かつてわずかに向くなっているが、主体的にはほぼ平担な地}~となっている。淵査削は

到11や山体、草地として利用されており 墓地はいずれも江戸から明治時代のもので、丘陵東部や北部南部

の斜而に近い位制に3ヶ所に分かれて造られていた.

試制調査では、これらの畑や山林の中にトレンチを10ヶ所に設定し掘り下げ作車を行った。

このうち丘陵南側のトレンチからは、遺構、遺物の出土は全くなかったが 北側では建物の住穴や土坑な

どとともに弥生時代桂JgJの土部が出土した。

この拭揃淵査結#さから.この地区は平成7年度に発繍淵査を実施することにした。
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11ー④ 尾署2号頃

'i1itflは、求来里川沿いに形成されたがl'積地を見下ろす比日韮約20メ トルを測る迎都小限と呼ばれる台

地より派生する尾悦上鞍部に築造されている.

古肢の周辺には小告を挟んで南側に5世紀の横穴式石室を持つ;ili凹，11m 求米里川を挟んで西には凝灰岩
の石材を用いた石棺または竪穴式石室を主体部に持つ中尾 1. 2号墳や多数の土繍拡 石柏墓碑が発見され

た大迫追跡があり、れl'自i地周辺の尾根 tには5世紀頃のt!t諮i障が点在してみられる。

厄泊2号l!tは現況でt!tli長約15メートル高さ約3メ トルの円tJ1である。調査は、足柑2号慣の日H四

にトレンチを設定し周溝の有無の確認を行った。

その結J袋、トレンチ内より嗣約1.2メートル、深さ約0.8メ トルの問満が確認された。トレンチ内から

は迫物として須恵協が11¥土している。また古IIIに使川されたと考えられる石材が立った状態でIII丘東部より

輸出された。

これらの湖査結果をもとに平成7年度に売制調査を実施することにした。

11 ⑤ 塚ケ原地区

この地区は石ヶ迫地区の南部に広がるE股上を調査区とした。

調査区のさらに南側には、平成5年度に九州横断自動車道越設に伴う発抑調査で6世紀後半の横穴式石室

を主体部に持つ有田躍ヶ似古蹟や弥生時代の土坑群が尭見された有田原ヶ即迫跡が存在している。このこと

から時ヶ阪地区においては、その続きの辿構の存在が考えられた。

試制調査では、山林として利用されている調査区内に計9本のトレンチを設定し掛り下げ作擢を行った。

その結*、柱穴が数間確認されたほか、土器の小片が数市社.¥.=1ーした。

これらの調査結巣から 塚ヶJji!地区について、平成7年度に尭掘調査を行うことにした。

11-⑤ 長迫地区

この地区は、京来型川沿Lリこ広がるがl'杭地右tf1に少し入り込んだU字形をした在地一帯を調査区とした。

この地区の南側には平成4年度に九州横断自動IIJ泊建設に伴い尭揃澗査が行われたj韮糟遺跡があり ここ

からは古tn時代中目lから後191にか吋ての竪穴白居跡や15世紀の明銭を多数副葬した土域主主が確l認されているa

試侃調査では、 山林や畑地として利用されている開発予定地内にトレンチを設定し掘り下げ作業を行った。

その結巣、古噴及び奈良時代の竪穴住居跡が尭見されたほか 平安 鎌命時代とみられる柱穴貯が確認さ

れた。 またトレンチ内からは多数の~E!.\:r.{や土師器等の地物が出土 した。

これらの調査結果から、この地区は平成8年度に発揃調査を行うことにした。

11ー⑦ クピリ地区

この地区は石ヶ迫地区から雨の丘陵に向かつて分枝した小谷のqJを悶査区とし、その中に計10ヶ所のト

レンチを設定し、掘り下げ作業を行った。

その結県、谷町中央付近にあたる比較的平坦な地形をした場所から祭出 平安時代の辿物が多数出土した

ほか、柱穴や焼二二跡なども昨認された。

試腕調査の結鼎から、この地区は平成7年度に尭抑i調査を実施することにした。
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11 -⑧ 柿ノ木原地区

この地区は平臼横穴姐併の存在する昔を見下ろす部丘陵上を調査区とし、トレンチを計10ヶ所設定して

嗣り下げ作業を行った.

その結出 辿物はわずかに11.¥1:したが迎梢は昨日立されなかった。

11ー⑨ 小原地区

この地区は‘京米.1l!.川前いに形成された沖杭地を見下ろす凪輯小，，，と呼ばれるギ姐な丘陵上に 11ヶfirの

トレンチを授定して掘り下げを行った.

その結*迎楠 迫物は隅n2きれなかった。

11 -⑮ 尾酒地区

この地区は、京来型川前いに形成されたi1Il的地の車部に小さく人りくむ昔地を問責区とした。

この昔のI忌深部は九州横断自動車道建設に伴って発倒淵査が行われ奈良時代の迫物等が多劃出上してい

る他 入口付近には同じ〈九州繍断自動車道建設により発偏された尾槽遺跡があり.内股や奈良時代の!ll!穴

住民跡などが発掘されていることから、その関連の迫栴が存在する可能性があった.

試制調査では、この谷の中に計11ヶ所のトレンチを設定し銅り下げ作車を行ったが、調査の結果、トレ

ンチ内より須恵端 l師時間符の遺物は認められたが.地梢は僻認されなかった。
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12 臼田条霊渡里勉区

所在地大字誼旦

間宜附 !lIJ 940318 

闘宜刊1約 1IOrrf 

担当行土居利率

調査の慨要

開発予定地内に機械を入れて調査を行ったが、迫構

の確認と迫物の山土はなかった。

13 日田条呈花月抱区

所在地大字花月字土手総

闘宜則附J 940523-940531 

闇宜 1m前 96nt

鐙当者土居利率

調賞の概要

工'IJ予定地域において12本のトレンチを設定したが、

迫梢の存在は確認されなかった。

尭掘作業風景

スパマケッ|建設に伴う試摘調査一

遺跡の位置図('/25，000) 

戸山中学校校書新m改築'"聾に伴う間揃調査

遺跡の世置図('/25，000) 

J 

尭掘作業風景

F 
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14 峰崎遺跡

所在地大字西有田平釣1272-2

制 官 IPJJ旧 9503J 3-950320 

;凋丘淵田 40";

J旦 !!j d" 行時志郎

調車の概要

当該ll'聾予定地内においては白磁土削協の数点が

遺物として確認されたものの遺構は認められなかった。

15 申ノ前遺跡

所在地大子山出字年ケ谷

剖宜 JOlIf日 940607

調査関前 8";

担 当行土肘和幸

調査の視要

開発予定地内において l本の卜レンチを設定したが

遺構の存在は確認されなかった。

尭掘作業風車

27 

J!!!諜*滞排水緊急監備事業に伴う試制調査一

遺蹄の位置図(1/25.000)

高!工送 ~U線建設に伴う拭制調査一

遺跡由也置図(1/25.口00)

トレンチ完掘状況



16 朝日宮ノ原遺跡

所住地 ，k~r- 1 1i 111字下原

調査期間 940606

調査ifli嗣 16nt

主!吋官 U5~同l事

調査の標聾

1I日発予定地内において2本のトレンチを設定したが

i且梢の存配は曜日立されなかった。

尭揖作策凪lI!

トレンチ尭揖状沼
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mE送fU蹄挫設に伴う試偏調査一

遺跡の世置図(1/25.000)



17 山田原遺跡

所住地大字山川下下似

制宜 lillHl940601-940603 

圃資面積 40"'

担当皆上府和や

調査の慨要

開発予定地内において5本のトレンチを設定したが

辿柵の(f在は確認されなかった.

トレンチ発揖状沼

卜レンチ尭揖校現

29 

r..!J送f世線住投に伴う試掘調査

遺障の世置図(1/25，0口口)



E 平成6年度の埋蔵文化財普及・啓発事業

1 )現地見学会

平成日年12月4目、小迫辻原i昌跡が国史跡の苦中を受けたのを機に日岡市教育委員会が現地説明会を午

削 10時から開催した。迫跡は 京峡}~fft自の場所だ廿制査桂埋め民さずにいたが、保存のため埋め戻す方針

から、今回が品桂の見学会となった。これには日間市民を中心として約260人を越える見学者が訪れた。

見学会では、古JIl時代初めの居館跡をjjijにして その規模や意義についての説明の他にも同時期と樗えら

れる環j輩出部や 1.r:;-条滞との1剖距について発制捌査を担当した聴只によって詳しい説明が行われた。

小迫辻聞遺鈴現地見学会風祭

小迫辻原遺跡現地見学会風9襲
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小迫辻原遺跡現地貝学童風寮

2)シンポジウムの開催

平成6年12月4日、小迫辻胤追跡現地に胎いて見学会が行われた桂、向日午能 l時より日田市文化セン

ター視聴覚室にて f小迫辻m!辿跡とその時代~日田 玖珠地峨の古代遺跡-Jと題して、 H岡考古学同好会
(会長 原田勝宏) 小迫辻即追跡研究会(会長 中川千年)の共催でミニシンポジワムが開催され H田市

域を中心とした100名の般市民の参加のもと行われた。

シンポジウムは2部構成で行われ、第 l部では日田市王瀬町政妹町教向畳f1舎の苔担当者がそれぞれの

地域の古代遺跡についての報告を行った。また、第2部では『小迫辻原辿跡とその時代J. I小迫辻隙遺跡の

保存と活用Jの2題についてパネルディスカッションが行われ、おもに参加者の思見を聞きながら追跡の今

伎の活用について活発な意見が111された。
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3)展示会の開催
市教行委日会が平成5年度の発蝦調査成果を広〈一般に知ってもらうための特別脱 f日旧 玖鎌地域の地

下町迫宝展 平成5年肢の姥揃湖漬から Jを、平成6'1' 11 月 l日-30日まで円凹 Il'i立博物tn'{1 [晴股示笠、

12月5日-16日までの121，111¥1日旧市役所 11軒玄関ホールにおいて1m催した。この胤示会では日田diの発刷

閣l't/.占拠に加え、天瀬玖球 九盟町での尭制調査された遺跡を合む 話題となった6辿跡の遺跡の紹介や

辿物の風正、を行った。

JM不品には、自由，Iiから小迫i.l:1I~迫蹄徳瀬迫蹄タ III捌穴裂併の告遺跡を軒I!)- o それぞれの遺肺から11\

Kした f大領j銘の姐占1:".:fifゃ桂漢鏡、ジョ ッキIsの3tiill協唱を展示。このほか 天瀬町中尾原遺跡玖球

軒f'J牟礼崎跡、九鹿町釘野乎軒追跡の紹介とl1l土fJの胤;j"，を行った.今回の1M;;;、I'U"には、釘野千軒遺跡で尭

児された九州では初めての 『瑞iE双1'!n文八段鋭lなどの買料が公開された。

も、ずれも日田 玖珠地域の服虫を時る tでt'.l湿な資料で、弥正時代からq-1 近世までの幅広い時代の辿物

民不に、開催中は博物館で450名の入館者、市役所で150引の見学者があった.

展示会凪康
市役所1階玄闇ホールにて

展示室風景
市役所1階玄聞ホールにて
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4)指定文化財の紹介
小迫辻原遺跡 11司指定史跡一平成6'1三111i18日苦qJー}

迫跡は太平小迫字小迫 辻 IJ;[の通称辻JJ~[ と呼ばれる台地 tに位i目する . 大分自動 ilI泊挫設に同い昭和58

年度より継続して行われた売制調査では、 111石油性時代より近世にいたる問の様々な時代の辿構やi世物が発見

された。

その中でも弥生時代述、から古邸時代初iil1にかけてのそれそ・れ3つの環涼集部と閉館跡は佳klされ、 一つの

独立した台地 上より環涼*柿とm館跡が同時に確認され、互いが発出 展開する過院が顕持にみられる追跡
は全国的にも例がない.わが国の国家成立問!の栂相を考える上で世置な遺跡としてが182，000niが指定の苦

tlJを受けた。

このほか、この遺跡では整然と配i世された古代の述物跡や 「太制j銘の!日;!}-1:端、中世の館跡なども発掛

されている。

小迫辻原遺跡空中写真
(大分自動車道より上が指定範囲)

3基並ぶ居館空中写真
(写真手前より3' 2 ' 1号匡舘)

-33-



ガランドヤ古編出土品 {県指定有形文化財一平成7.'1'31;10日告示 } 

占J!l時代i長期 (6 1世紀)に築造されたガランドヤ I!itn lt'f. l i. 市内石井町三T Idの筑後川~~'誌の段丘上に位

Illする3基からなる11，tttlf下で 八観音古Jt1 法思... ~j' 11 J r~í Jn 1I'f.とともに県内を代去する袋飾喰画古J!lとして知l
られていた。

1~(1社159.60年の発制調査では、盟問な遺物や新たな壁画が確認され、平成5年度には 1 .2号古J!lが国

史跡の指定を受けている.

今回指定された古明:tl上の週明は、総数773点を控えるo l.r}jflから出上したJi(車協 t師器 問具 鉄

鉱装身具など606点と 2-fHnからm上した筑血部上脚部民共眠刀鉄厳鋭装身具など167点の
合計1379占である.なかでも、 2匂噴出土のu1刀の鍔の緑には、 条町波文と rCJ宇状の紋様が鎖で象

i民されており、県内では2例日の発見である。

1号演出土の須恵器
{写真左から増、 高湾、師、杯)

2号演出土の畏刀
(帽の揖には盟で象闘が施されて
いる)
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朝日宮ノ原遺跡4号中世重出土品 (県指定有形文化財 平成7年3!"110Cl告示 ) 

今回指定を受けた総数81点の出土品は、市内朝日町の官加台地上に位目する朝lBgノJj;I遺跡4日中tUト裂

から発掛された資料である。

l昭和63年の発揃調査で発見された4号'11世誕は 長さ約2.6m、幅約1.5m、深さが，}30叩の削fL長方Jf;の

謀tiL床而に木1えが敷きつめられ、その上に水制が据えられていた。日l上品は被葬者のllnの位担からTf磁腕

合子 糊州鋭利融 紅1111など 被葬者の胸付近から意離、ノド相に値われた銑釘などが発見された。

こうした:t:土品のうち 完!日の背磁腕 2)日立青t!品紫、合子は嗣ま~古北部の窯で製造されたもの。 変形六花

形の湖州鏡には、『湖州名家/二叔醐干Jと慌める銘がみられ表面には布の嗣跡が残る。有l鉄は全長16，5

叩で、聞の部分は rU}宇状に仕上げ、山部に糸を岳き付けた瓜跡が残る。ノ'1</1"1'，製の数珠玉は大小の丸王や

洋梨形の士J;など43個。このほか、鉛製と出われる2個の小型容器+や竹龍製替協がある。

4号中世襲の遺物出土札耳

4号中世墓出士通物
(上膏臨腕下左より湖州盟、吉
子、意珠)
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牧原子人塚 {市桁定史跡一平成7年3月311c1告示 ) 

牧!血千人啄は、大平日日宇牧加2722-1番地に所在する。玖珠川と大山川に挟まれた丘陵の副都に世間す

るこの原は、これまでは古加と考えられてきたが、平成6'1の発掘調査成県により中世191の揮であることが

判明した。

聞は現状で南北、東西とも約17mの正方形で 日さは約2mo 1:軍の周聞には制約5m、i?iiさ約50cmの間

が巡っていたことが確認さ抗ている。

平坦な塚の中央には、 辺が約80cm、日さ約2.8mの方柱状の['j1;百婆が立っており、その周聞4而にはそ

れぞれ党字が一文字ずつ彫られている。また、時の南側には|剖迎する と思われる凶径約1.5m，Piさ約0.5

mの小さなi軍カザ4らオ1る。

この聞は周聞の満の中から出土した遺物から室町時代(151世紀)に造られたと考えられ 市内では現存

する唯一の中世路でもある。

牧原千人軍近豪

角培望近景

36 



皿受領図書一覧
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37 星野8迎跡H 炎11B.iQ跡席予知3次発掘調査報何一
制問111鯛!雌X化財1!倒閣箆報告例恕358m

38. lli!泊跡 1 削附市組磁文化財強制繍盆鰍告i!Hfl359!J.!
39. ~多砂 fí:13遺跡 i 術開，IJ製版文化財発倒調査報告轡ヨ1360ru
40 中南部 (3) -JJllfiiI遺跡"節29~淘資 :lafC鮮第 1次盟問l!鰍告ー
偏向刷機蔵文化財姥銅調l!鰍告白第36[M!

41 桜付附辺遺跡別貸穂子1m{[61 一件5'調査地点
福岡市均雌文化財路舗網資傭告曾寛1362W.
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鯵桜町教拘委員会

水巻町教f.f委n会
九州文字春日陣地医哩a文化財調盆宝
{比鮫考吉学$r則係抜刷mJ
北九州市立常山間物館

佐賀市教行餐U会
w 
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" 
11川町教子fヨ~n会

五十川亦日追跡 南区五十川に所住する1i-，川遺跡群の第 I次調査-

M附111坦蔵文化M発縦割注報告書第363m
i郎同遺跡9 -1m伺遺跡群郁330.:網~報告 制岡市槻政文化財提搬翻資制tEF山fi364U!
1郎同JO -}Jlifi司追跡群第32依 34次調"報告一 禍附iIi埋蔵文化財発観測盗報告ω第365m
m珂11 一二.m~i媛県務の捌丘一 制附市JMl磁文化財発械調主主報告悦穿n66集
l郎周辺勝12 -)JI;珂地跡群笥)40抄;関訟の報告 術開ililII!蔵文化財調.ff槌作初完~367m

比i.l.i.ii1跡俳(]4) ー比思泡跡俳第47次発鍬舗在被告ー
制岡市瑚版文化財調食報告谷第369m

rS多41 ー怖"泡跡静>ii70次提鋪捌食報告- "岡!fj.l!曜版文化財別強錨告符W370m
m多42 博多遺跡群第72t.i;発錨湖資慨報 網開市埋磁文化財測登錨官H~節371m

中村町泣跡 l 中村町迎星第"第 l 次調~鮒告 1;，[岡山輝政文化財日間~報~H!Hìì373m

戯崎遺跡9 一様崎遺跡却22.23次摘丘一 網開市模様文化財調従鮒特初却376拠
lJIII 小川部第19m 裕司lIi根蔵文化財調資報告書第377m
何111 小阿部 .m20m 制問111埋磁文化財調住報告偶第378m
飯合!泡跡l 術開Ifj瑚磁文化財調夜桜{';.{'fID379U!.
I11崎山mtt下 一第2次鋼在一 悩岡市地蔵文化財閥究機告i!1筑380m
.ミ入部迎跡群] 東入部追跡群第4次刻倉桜告 制問市埋蔵文化財調丘報告必第381!./.!

)f!入部泡跡群2 -JIi入部遺跡都筑5次発儲澗在報告ー

椛問iIi埋蔵文化財m.1:r.t報告1!Hi1382U!
JIi入部迎跡僻3 -J/!入部辿跡B季節6払;日時倉の報告

縮問íIì製磁文化財調~裕子rl'f耳í383 .t13

m村遺跡以 第8次 11次 i3次開資桜告 制附『有機蔵文化財閥在報告占第384*

凶村迎跡X 一節目次調査線告← 制岡市埋蔵文化財調丘報告、Ifm3Bsm
阪命日川、迎跡 ー飯合C遺跡指2玖;閣で，- 悩附i!i埋蔵文化財調"報告初第387m
鋤崎迎勝 l 悩嗣市地蔵文化財制1.t報告省第388m
今制泣跡 ー今街地跡那 1.3玖凋丘報告ー 嗣問，fi埋蔵文化M調査報告、日前389m
飯!"(;，iQ跡併2 rN迎202叶線今'"パイパス関係刈蔵文化財測すE報告V
術桝11i雌蔵文化財閥査報告脅第390m

l;~地If，!上潮々浦 :;;Hildi文化財調査線告白第38m

m地加川開畑 氏側 ， 11文化財閥n報告~!f~39!/.!

，~í代;j，館市をきくる 不像市文化財講演会資料5

{.'!i線地区遺跡m両銀地区所作の樫磁文化財発a掘調査報告野 太本K.f!liの文化財第22m
太喝さ附条幼跡~ -第138O¥l)11{- 太オド附市の文化財ヨ;23*

水城跡太宰KI市の文化財努124m
特別史跡水械跡 口で見る太宰附rliの文化財 l

11武地区泡跡的VD M営安武地区凶場競嗣‘jU韓関係に伴う喫蔵文化財提銅澗~縦約符>ií87!J!

守ノ術活断 八女市文化財調倉報告白第30m

ャ刷工業同地辿跡11 J¥f，(r[i文化財調査報告書印31m
m治朕遺跡 八女市文化財倒資報特許第321拠
河野町遺跡 八女市文化財調査報告衛策331長

八f，(ilirW部地"県営幽場担刷'1'ヨ農地内 埋磁文化財2崎重概報5
八女前文化財調査報作1~f第34*
八女i[j J.'~N活性化住環境担備事業地内

八火山文化財調丘報告硲第35m
11111注目l匝遺跡 戸/j{町文化財調託手製作初第5J11

111鹿民嫁J1井々m貝琢収集資料 芦忽町文化財調査報告約第6Ul
本郷鰐嫁 1-1}Jtt 大刀洗町文化財調丘報告谷第6*

観音Ain跡昨日 術開県筑強権部脈問川町大字片側所千E迎跡鮮の制作
郎凋JII町文化財潟登傾告彼第33m
飽波地灰迎跡昨 智1附M};{，組討郎総波町大平向削I所1F.迎跡形の潤丘
!Jj波町文化財潤査報告で!m9U!

84 水怨町遺跡等詳細分布調査制告将 水巻町文化IU捌貰報告初策12m
85 九州大学埋厳文化財調査報告 九州大学筑影地区池跡"字 (mUJ冊目
86 九州文化史研究紀裂第39-r}
87 第 12同特別限 九州のQJりま 日採が関る縄文人の生前←

佐賀県

88. .l¥'llll泡静脈11 -Wlm遺跡3区摘留迎跡I区一 佐賀市文化財湖資報予H!!WSO!袋
89 千住辺跡Ismi1f追跡 純白l¥i文化財調資制告的第51tね
90 大野焔(辺勝 (5区の自闘賞) 佐賀市文化財劉t支報告l!f第52*
引 友氏遺跡 ( 113:-6区の調資) 佐賀市文化財f湖?を報告部第53*

92 棉問遺跡 佐賀市文化財測資報告宙第54W-
93. 001'水地跡髭母開遺跡川久保松阪迎跡川久保辿跡佐!'i市文化財調査報告省第55-*
94 大西屋敷泡跡-I [3:の澗資ー 佐飽市文化財調査報告初第56!../..!
95 小溝上安 .，ド本舎を3巧潟 町内山吉良湖群鮮細分布1)11'1:総省的 第 7*-

名担}

咽

柑

回

引

日

目

白

日

時

計

3
4
5
6
7
 

4
4
4
4
4
 

42 

58 

目

印

引

世

田

制

日

間

前

回

目

河

口

花

竹

山

刊

古

河

口

桜蔵文化財鋼資概報 l78 

四

回

引

田

83 

38 



'" 
名

熊本県

96 池111遺跡照本臥文化財調住報告第140m
97 深水待川遺跡 広域錦n岡地良泊墨鋼事業にかかるJII!.i俊文化財の網代
縄本県文化財鋼侃鰯告第141~長

98 ワタド行辺勝 無<f:o:M鋪池台地に"付る縄文時代後期態調野の調1f.
県鈴畑地ml.t合k地改良耶2震に伴う文化財調査熊本県文化財調1f.徹子iil!144操

99 閃術;.i!史跡 隊JI1.I;.山峨 f補...."tx化財警護備報告第 1m
100. OtUJc1i刷縄本則文化財東備報告第2*
101 つつじヶ丘機穴昨 路制調資厩報l
102 平成6年度後期"，両民 はにわの符占句界
大分県

103 附内械三ノ九遺跡H

};分叫JtI"lJi':守的広場モニュメ J ト健鮫に伴う痩蔵文化財n舗網従制告，!.
[04. );:$H;l刷磁文化財句桜2 1992iド度版
105. 'i~ j.l民地区迎勝 III lI!制御代慨縦

小滞遺跡10抄，"/.f. ~陸型厳命跡8&側資 切裕瓦撚跡確認関笈
106 伺]地地l弐迎勝111兇制御資限縮、唖
107. 111ft遺跡地在遺跡 占iIi忠信事一万凶航跡朝地地区遺跡俳発組別館搬{'fllf11 
loa 下ff遺跡文化財鬼制澗査機鰍

109 ・"根遺跡 1・HK町文化財調盗報告省第11m
110 三光地"'lI，*1下兇，."w機械町
111 翁I1I遺跡 {傑}桝間内ラン陵地移転1:'J~に伴う発錨調査概熔

112. J.:.分県1Z'gZ依凪 tlleの段胤史民紛賢斜館年報 1993年度
113. ir.J3同特別展 f破。なる祖師一頑戸内と宅捜後一j
114 大分.liHf史釘斜飢年報 円'成5年度}
115. )Ohli/根史問判飢ニニaース第2Sr.}
116. )';~hlr雌史資制飢ニュース寄129月

117 別A巨大学lel書館35l}

118. ~聞がf)に乍紀費 節36吟
119 アジア雌史文化研知計値節目作
120. rr大分"の文化財』市町村別都引民繍j
宮縄県

121. III刷 平行遺崎県沼1;')111 日之影線沼路改良市業関係場磁文化財繍資制{'i;lf
122. "久首泡勝平服遺跡妙見遺跡

九州‘質問自動JlljQ (人古~えびの附}纏設工事に伴う埋蔵文化財測，fitN ~ti郷郊2m
123. HiIII:j州文化財珊資搬仰向 第37'"
124. .4三地開迎勝 mililt十両街附tlJJ~良八繍週級沼路改良i耶に伴う雑婚凋1f.鰍 1!ii!1
125 三納代地区迎跡'"械ノ下遺跡卿阪迎跡志r'平逝跡 (26，:)
鬼，.，女格占在地州辺関恕防止対策1I1衆に伴う刷磁文化JUJf!脳繍資純子Htf

126 谷合第 1遺跡谷合第2遺跡大塚遺跡
沿海州部地区広泊農民泊建設IJ~J震に伴う埋歳文化財提繍調丘報告2f(2) 

127. 'I'fa.ll枚地区追跡群元野地区遺跡齢 '1'庖地区遺跡僻船"'地区遺跡"副m阪地区迎跡僻
'~成5 年度民)I!.. I娘備事梁に伴う発儲調査概要報告

128 綱閣{縦術品、予枕}遺跡旗第.0第4砂防ダム姐設に伴う発価調1f.報告8
129. Atlll雌遺跡 湯島耐備2捌地区広"''''辺建般工事に伴う兎鍬関1f.維卸将
130 開閉械周辺遺跡{第 1d() 八111遺勝第2地点樫谷遺跡上池辺勝経例械内遺跡E地点
平成5年度市内混血fll¥・g・fi・11震に伴う埋蔵文化財提蝿調li報告笹 延陶rli文化財調li報告・jff12m 

131 阿1iI.I:i[遺跡解法光寺遺跡日
土江治slig"，常園地盤備事裂に伴う埋蔵文化u発御調貸恒萎 えびの市埋蔵文化財提鑑罵夜慣告書i1'!131!.

J 32. 111ft.:地区遺跡群上IUft遺跡
中山回地..農村活性化tæ合m・郁3震にnヮ'埋蔵文化財~・調資贋費 えびの市鯉11文化財調"報告'¥!Jiil14旗

133 野氏町遺跡静細分布調査報告省 野鼠町文化財調査報告密第6縦

13< 門川町遺跡詳細分衛調資柑告硲 門川町文化財調査報告嘗第2m
135 研究紀要 〈創刊句〉

136 機Illml遺跡C地区調貨制taz轡 両側町観蔵文化財探査織告書館4l1!
137 高岡町内遺跡迎跡拘縦調査:/J~!1;1総合調丘報告笹商陶賓f.lll!蔵文化財調1f.報告1!fm5 U!

138. >>鹿野遺跡 向陶町糊蔵文化財間資格{~H!守第 61長

鹿児島県

139 雌児'"同金制町内政跡lfI!ji:t!l!地L-11. 12区
鹿児応大学制構会館建般に伴う寝起文化Iij発縮淘資争製作符

浦縄県

140. J/II覇市の文化財平成511'皮
その他

141 考古学ジャ ナル7 N0377 
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熊本市教育費M会 1994 
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大分県教向型Hl会 11994 

H 

午佐di執行費n会

幌iI也町教向畳n会 1994 
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犬飼町教u委民会 1994 
l同県町教師養員会 1994 
三光村教何費n会 1994 
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k量橿宜宇監且lf骨量...借ft".1994 
大分市歴史資料館 1994 
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別府大学 1994 
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別府大学アジ7歴史文化研究所 1994 
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許制限執行笹口会 1994 
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延岡市教肖委n会 1994 

えびの市教育費員会 1994 
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野尻町教行委員会 1994 
門川町教宵委員会 1994 
自陣I世間制主"属ItIUiliJlI 1994 
両側町教討委員会 M 
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，叩
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鹿児"大学埋iI.文化財銅賞A 1994 

廊馴市教務3要員会 [994 

ニl ー ，サイエンス社 11994 



平成6年度埋蔵文化財閥係刊行物の寄贈一覧 (迫加分)

縛奈川県

142 古代からのメッセ ジ平成5年度特別肢

143 考古資料の見方 平成5年度夏休み特別脱
144 町民りかりさめた古代11 -;0-臼動引退治跡 {茶野地区1m土而炭ー

砂岡県

145. ::;品rli文化財<，謝ー第5吟ー
'46 三日市文化財発儲剖資報告日 向山古111 尚111迎跡確認凋?を
は7 金沢遺跡 日祭マ〆シヨン主主般に伴う発舗回目闘丘
京錫府

148 史跡桜子山 作山古川抱備*il農相官魯

加悦町X化財閥1'1報告第15m
奈良県

149 文化財字句
福岡県

150. I，'i渇古111群 第3次調庄の報告官 侃岡市型峨文化財調丘報告お郁301m
151. !fl村迎跡咽 術開lむ組版文化財別立桜子i"f11第302*
152 古武巡跡群v -1込近野方金武線悠般に伴う喫蔵文化財の鶴賀
結i附ili雄政文化財調l't報告轡第303m
太lH遺跡{皿) 一弘辺野方 傘武線斬般道路建般に伴う発磁調責特f?』書
簡問，fill日磁文化財鯛.'f.C報告仰第304*
tr;t、町平IU泡跡 第1次白剤ff 制附J!i埋蔵文化財調主主報告俄第305説、
徳永沼跡什Il 問氾202~}線今宿パイパスl刻係樫蔵文化財調丘報告窃

制岡市雄誠文化財調'il報告 1~fW306 U!

mn 小問部 第15m 協同市埋磁文化財日間査報告i;IHi1307m
fTIJ! 小川部 第16m 悩附市埋蔵文化財調査報告llfm308!ll
山ノu]-¥}I.n 補桝ιli製品俊文化財制1'1報告l~第四 9l1!

入節目 嗣附市纏斑文化財湖主主側告白第310m

悶'"跡聖ftj遺跡環股笠備報告書制岡市綾磁文化財調fi報告命第313m
悶史跡板付遺跡療協絡備報告借 悩岡市雄蔵文化財開校報告i'j?，fi314!J.1
湖略的勝日 前附 di.t:l!蔵文化JY~同fi報告書第315m
名川械跡 I 制問 l恒雄磁文化財調~報f・;- 1!fW318m

1世知泡跡 1 ~12 紋銅貨の報告 組問rfi峻厳文化財1:vf.1.t報告1"第322t民
郷珂7 1m岡越跡第19次調査報告 制附市雄政文化財日時代紺告沓第323*
似合C遺跡2 飯倉遺跡群C地区出3次調査 制問市型淑文化財調査報特合窮336柴
原追跡7 耳116次晴伐の報告 縮問ili忠誠文化財調:r.f報告担fi'.i1ι337m
麟崎迫跡8 藤崎沼星第穿120. 21次調佳 品I問『む血腿文化MQ削査制告曲第338m
mu小IU部第17m ;j'i 160'161次調資制附市埋蔵文化財閥貧報告費m339~l

訂!日小川部節目集 梢州市駅蔵文化財繍?を報告特賞1340m
熊本遺跡群 l 伺阿市埠蔵文化脹調l't報告約第341m

計本遺跡れ本遺跡E季節3次期盗報告 制附市埋蔵文化財調資報告書*342*
入部N 福岡市m議文化財澗究報告術指343m
羽似戸台慣習字2 嗣附IIi埋蔵文化財調査報告円第345m
羽似戸古償1114 羽恨戸i~ï .tn1l1'B昨5り問の調査 制問 l官瑚磁文化財潤l't矧~'i俗>iï34 7m

野方久保泊跡11 網岡市~~局長文化財澗賀線倍野第348m
倫六回pド岡忠跡2 W2玖:自問主 佃附市型磁文化財調~鰍告書5第349集

内，ミ泡跡2 情木迎1fm21大発11<別資 制陶市思疎文化財団闘fi縦t旬、:!Eii350U!
制限占Jfi俳2 cd宇都 l次 2抄:.EIIHii 1次開査の報告
倒附ili埋蔵文化問瑚査報告¥!fW351 * 
飯氏遺跡静 1 周辺2024}線今宿パイパス関係埋蔵文化財関.fi.桜作曲
網岡市燦磁文化財捌.fi報告科部352m
'"ノ鼻2号Is 術附町雌蔵文化財調査報告杯第353m
能eh応 能古山遺跡発縦'J'附総合調丘報告l!fー 悩間市制蔵文化財閥貨様子r魯那354*
鴻纏館跡出 縮岡市馴磁文化財閥l't報占i!1第355ID
席問背水泊跡 1 -~浴!刊区画鞍樫に伴う埋厳文化財の自問丘一

側同市埋蔵文化財調査縦約部第356集
八所8 21像ilix化財閥資報告白第31u! 
王丸梢，今 月'惚ili文化財閥資報告l'!第33m
竜丸m~今日 午像市文化財制査報告諮第35m
平等守刷版 l 宗像i!i)(化財調資報告符第37*

閉経寺市地区池跡群 飯嫁ili文化財湖査報告符第17m
三沢嫡近迎跡 小IIlII!i文化財調査鰍告書釘82m
苅又地区迎跡群 小，m市文化財閥.l"f官市もl間 83m
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192. fll，'j遺跡群 1 小概，li文化財調丘報告笛第84m
193 三凶地区泡跡群2 小m;.ti文化財調貨柑告硲第85m
194. .01ド婚制築地;Q跡 太刀決町文化IH剖r1知代将第2!l!
195 大刀洗町内遺跡酔 .k.7J洗町I文化財閣丘報告宙第3，.

名

196 九州大学埋蔵文化財凋代側位 九州大学筑紫地区遺跡Jlfl第ーー附}
197 九州大学埋品質文化財測 r'titt~~i 九州大学筑業地区遺跡静{却ニ冊)
佐賀県

198. r1別当神社泡締W 千代 III町文化財調企報告倍賞H6~民

199 平成3年陵町内迎勝健邸調佼火鞠l町文化財調J'i鰍告符節目集
200 王体、.'F.11勝第l水制登
201. )c順守三本舵遺跡 大相町文化財調住報告司自寛'22m
202 史跡谷口古損保fi.修期邪薬'製作初 浜玉町文化財調校椴~~(.!f那2，.
熊本鳳

203 久保遺跡熊本県文化財調住報作節125m
204 白山平Al!赫 九州綴 nrr動*氾(人;'f-えびの)値段に伴うJ!~雌文化財調査

熊A>:M文化財調査報告;rII27m
205. U支遺跡熊本県文化財調位相告第128m

206 御台本務省鑑賞追跡l 加努川刈川改修に伴う腹蔵文化財調資制ヂiVI
熊本保文化財調査報告書S第 129~長

207. ntt遺跡 九州綴fI臼働市道{人古~えびの}建設に伴う埋磁文化財調盆
3根本県文化財調流暢告都132鰻

208 赤池永附遺跡 九州ilt'IrIOJ耶迫{人苫~えびの側}建般に伴う殿様文化財発縦割在繍告
209 納本谷泡勝 県営陣織椛備*l!に伴う埋蔵文化財発姻調ff"H!iー

熊本県文化財調1't~l'f ;;n134m 
210 凶111 -県営鈎池うてな台地地区剣地~1~総合改善ヲ11~に仲う制蔵文化財発御調盗

間本県文化財調.1¥鮒伯郡136m

21 I 火原天下盗跡 川辺川政濃水利収業『大原同地』造成に伴う刷雌文化111"姻調査報告
熊本県文化財調査線告IDI38t民

212 八反田A遺跡 白遺跡八反畑遺跡生坪第3区農業騒盤罰蝿.11震に伴う文化財調資 1
西合ゐ町文化財調弦ftB'Br，3 m 

大分県

213. It'IlIhfjll:跡V 七瀬川河川改修n'に伴う発楓調丘....
214. 1(.1内械三ノ九遣勝 一大分県共同庁舎 (仮弥}纏般に伴う繍級文化財提鼠調査報符拘
215 大分，1;埋蔵文化財調在年報3 平成3年度
216. ，J.:.極超跡中w械勝伺JJI凪股跡ホヤ池熊跡 1993.l1'/!r'Jlf11池沢追跡昨発錨調査概鮒
'¥1 f\1 市文化財"'J'i鰍~'H'I î.i1 13m

217. I~[遺跡 保式会社ゼエム工治維般に伴う型蔵文化財路公縦ク!神
中flllfj文化財調丘鮒Wi!fIDI4U!

218 史跡‘l佐伸縮境内保"符用計画抑
219 小野大111遺跡安岐町文化財調資報告..，第3集
220 佐賀関町街辺
22 J. .k.野地区遺跡併発舗網J'i慨柑
二4ド本遺跡M地区上倒忠勝光U与遺跡8地区松上越J/iI.>l足.，;a跡Q地区

222. IblU山線岬関連遺跡第IIX淘rtflll{!f..!J
223 後後四IZ'II哀3 問梨学山荘刷村務遺跡幹繍分衛調庇概柑 1990 
224 下院国東の守院と文化財 子佐l副疎地峨寺税関係歴史資料前夜鰍句"
k.分県立字佐風土犯の1il鑑史資料館側告密第8W.

225 大分県立~i 依風土犯の正雄史民俗資料館研究犯要

226 第121!!l特別展"、同級 1'"後の陣争 後税制IlIJ
227 別附大学紀要第34.r;.
228 アジア隆盛:文化研究所側節1]I} 
宮崎県

229. f[!fl級跡 加市-iWI繍I!l沼崎E監良市東に伴う埋蔵文化財施畑2聞愈報告書
門川町文化財調貨報告償却 Il事
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